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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 2/6　17:30より法人研修開催。　出欠を本日中にwizにて入力する事。

· 各自経過連絡表を9日までに作成の事。

· 2/9食事サービス提供委員会開催。意見のある方は当日までに、山田まで。

＜外来情報＞

・大野　友章様　～東京　足立病院の医療相談員より電話連絡あり、本人が内服薬処方希望し来院されたとの事。当院での処方内容を伝え、情報提供書の希望もあった為、後日情報提供書を作成し郵送する事としている。

・平　康子様　　～血圧は安定しているが、定期的な測定を継続するよう指示あり。

・中居　松男様　～土日は青山荘で自炊していると報告あり。主治医より、青山荘での自炊であれば、ガス代や火の始末の心配は無い事を説明あり。

・山田　健次様　～膝の痛みはだいぶ良くなったとの事。先日雪かきを行ったとの事で腰痛の訴えあり。

・鈴木　恵美子様～先週転んだとの事で、左下肢の内出血部に湿布貼布している。2/8採血実施予定。食欲がないとの事で本人希望にて胃薬処方となっているが、食事内容を確認すると多量摂取している様子。

・柳町　信之様　～生活状況を確認。アパートで座って過ごしている事が多いとの事で、座って過ごすよりナイトケアを定期的に利用するようにと説明あり。

・奥山　以依子様～年金や青山荘での当番、外泊の日程が決まらない等心配事があり２日間睡眠が不十分であったと報告あり。就床前薬に眠剤再開となっている。２週間分の内服薬希望聞かれるが、様子を見る為にも1週間分の処方としている。

・前野　義勝様　～ナイトケアより眠気を訴えボーッとしている様子が見られたと報告あり。本人へ確認しているが、「４～５時間位の睡眠時間でも目覚めはスッキリしている」と話されている。肩こりがあるとの事だが、栄養剤を飲用し対処しているとの事。

・長瀬　紘一郎様～昨日、食事摂取時にうどんが食堂狭窄部に引っかかり摂取できなかった事を報告。主治医よりよく噛んで摂取するように指導あり。

・中居　美津子様～小遣い長の整理をしていた為寝不足であると報告あり。アパートの引越しを行なう予定との事で、予算を10万円で設定しているとの事。アパートの保証人がまだ決まっていないと話されている。

＜利用者様情報＞

・柳町　信之様　～本人からナイトケア退所希望があった事を昨日主治医へ報告。主治医からは「痔は痛いから来所出来なくても仕方ない」との事。今後本人を交えてのケア会議実施予定である事を伝えている。
本日外来時に主治医より本人ヘ、ナイトケアを定期で利用するように説明あったとの事。
⇒・今後の本人の通所状況を確認。併せて主治医への通所状況及び利用時の様子
　　について報告していく。
　・ケア会議は従来通りでの実施予定とし、今後の各関係機関での役割の明確化、
　　本人の日中及び夜間等の活動の場所提供について検討する予定。


・杉澤　恵子様　～31日の夕食前後薬・1日の朝食前後薬の忘薬あり、「飲もうと思って薬を見たけど無かったから飲まなかった」との事（薬ポーチにはセットされているのを確認）。
主治医へ確認し、朝食後薬に入っているアーチスト錠を昼食後薬と一緒に服用するようにとの指示あり。本人のバイタルに異常はないが、夜間一睡も出来なかったとの事。
⇒薬ポーチへの服薬セットは必ず本人へ行って頂き、確実に薬を所持し手いる
　ことを、本人と一緒に確認する事。

・八木橋　牧雄様～昨日、保護者である職場の上司へ本人の通所状況報告の連絡を行っている。
通所開始してから、３日程仕事の関係での欠席があり、30日には不自然な顔面紅潮があったが酒臭は無かった事を伝えている。
欠席の翌日には、本人から上司へナイトケアを利用していない旨、報告を受けていると話されている。
⇒　先日のカンファレンス事に欠席時には上司へ連絡をする事を検討していたが、
　　本人から連絡を受けているとの事だった為、しばらくは仕事状況やナイト
　　ケア参加状況確認の為の定期的な連絡と事する。

・秋山　和子様　～数日前に岸原病院を受診したと話されているが左脇腹痛は継続しており、昨日夕食後嘔吐したと本人より訴えあり。寒気の訴えも聞かれているが、バイタルに異常はない。本日昼食は、主食1/2、副食1/2摂取され、吐気の訴えは聞かれていない。
⇒　帰宅後体温測定し様子を見るように本人へ説明。

　　　　　　　　　　　他病院受診の際には、当院での薬事情報を作成する為、持参するように説明
する。

＜事例検討＞

中居　松男様（63）　統合失調症　デイケア利用

○現状

・単身生活を開始して４ヶ月。朝食のみ自宅で自炊し、昼食はデイケアで摂取。夕食は青山荘で摂取後、夕食後薬を服用し帰宅。内服薬は青山荘で管理している。

・最近１度就床前薬を服用忘れることがあったが、その後は忘れることなく服用することが出来ている。

・最近の生活について「不満だらけ」と話されており、デイケアの利用時間や自炊が思うように出来ないこと、先日雪かきをして注意を受けたことについて訴えている。

・金銭に対しての発言が多く「生命保険が満期だ」「貯金が○○円溜まっている」という内容を他メンバーの前で発言したり、「これで買って来い」と他メンバーへ自分の財布を渡すことが見られている。

・クリスマスに他メンバーを自宅に招く事があったが、その後は入れていないとの事。他者へ奢るという行為も行っていないと話されている。

○各施設の役割

・青明舎・青山荘～生活状況・服薬状況の確認。金銭管理の補助

・訪問看護～健康状態・服薬管理の確認

○デイケア治療計画

・本人の負担とならないよう役割を与え、充実感・達成感を得られるようにする。

・服薬中断に至る恐れがある為、服薬の定期的な見守りを行う。

・不安・悩み事を他者に話すことを苦手としている為、日頃から本人の様子を観察すると共に、面談を定期的に実施し、悩みを傾聴することのできる場を設定する。

・他者の話を聞かずに一方的に話す事がある為、対人関係の技術向上を図る。

○今後の対応

・金銭について他メンバーへ触れ回る事があった際には、トラブルとなる可能性がある事を説明して、止めて頂くか対象をスタッフへと絞るように説明する。

・最近、不満の訴えが多く聞かれるようになってきているが、集団の場面での代弁者（集団の意思を汲んでの発言）としての立場を取っている事も多い為、本人の訴えに対しては傾聴する。

・現状のスタッフやデイケアの体制に対する不満などであれば、スタッフ間で検討し本人へ返答する。又は、改善するという姿勢での返答を本人へ提示する。

・関係施設の中では関わっている時間が長い事から、訴えのあった内容については各関係機関へ常に情報提供を行っていく。

井畑　光湖様（27）　統合失調症　　H19年１月24日デイケア利用開始（２回目の利用）

○通所開始してからの現状

・服装や着こなしから、だらしない印象を受ける。

・話し掛けた際の本人の反応がはっきりしない事が多く、接点を持ちにくい印象がある。

・自ら他メンバーへと交流を持つ事は多いが、特定の相手となる事はない。

・行動に落ち着きが見られており、衝動的となる事や脈絡のない行動を取る事はない。

・（前回利用時と比べ）プログラム参加状況は良く、集中した取り組みが保てている。

↓

・以前の利用時の様子をスタッフが知っている事もあり、どうしても比較してしまいがちである。

・今回の利用目的が本人へ話をするが不明確である為、面談の機会を設けて目的の明確化・デイケアの有意義な活用について話し合う。（今後の方向性の確認）

※青明舎より飲酒や忘薬についての情報がある為本人へ確認し、指導が必要な時には随時介入していく。

※ご家族がデイケアに対して過剰と思われる要求をしてくることも考えられる為、予めご家族と対面する場を設けて、ご家族に対してデイケアの説明を再度行い、デイケアで出来る事について確認する。

